
 

 

 

 

 

夏の訪れを感じる季節となりました。まもなく１学期の締めくくりを迎えます。 

 ５月末に開催した学校公開には、２日間で約 200 名の皆様に御来校いただきました。本校の教育や子どもた

ちの学びの様子を直接見ていただく貴重な機会となり、地域や関係機関の皆様、保護者の皆様の温かなまなざし

と応援を改めて感じる場となりました。御参加くださった皆様に心より御礼申し上げます。 

 この１学期、子どもたちはさまざまな場面で一歩ずつ成長の姿を見せてくれました。小学部ではわくわくスポ

ーツ祭が行われ、学級や学年をこえて友達や先生と一緒に体を動かす楽しさや、応援する・される経験を味わい

ました。元気いっぱいの声と笑顔が体育館にあふれました。当日の様子は９月の学校公開の時の懇談時に動画で

御紹介する予定です。どうぞ楽しみにしていてください。 

６月の読書月間には、図書ラウンジが日々にぎわい、多くの子どもたちがページをめくりながら、それぞれの

ペースで本の世界に親しむ姿が見られました。こうした取組を支えてくださっているのが、地域の温かな御支援

です。井手町チャリティーゴルフ大会様からは、開校年度から継続して御支援をいただき、３年間で 217 冊の

新書を寄贈していただいています。こうした御支援のおかげもあり、昨年度末には蔵書は 3,500 冊に達しまし

た。心より感謝申し上げます。 

本校では現在、蔵書１万冊を目標に図書環境の充実を進めています。これは文部科学省が特別支援学校小中学

部の学級数に基づいて示している基準を本校の学級数に換算すると、およそ１万冊に相当するためです。ただ、

本校には高等部の生徒も在籍しており、学びの幅や年齢層が広いことから、１万冊という数だけでは決して十分

とは言えません。また、私たちが目指しているのは冊数の多さだけではありません。様々な障害があっても、本

の世界を楽しめること、どの子どもにとっても「読みたい」「楽しい」と感じられる一冊との出会いを生み出す読

書バリアフリーを目指し、一人ひとりの発達段階や興味に合った本との出会いを大切にしていきたいと考えてい

ます。子どもたちが「これ、読んでみたい！」と思える本と豊かにつながれる環境づくりを進めてまいります。 

 また、６月４日に行われた教育後援会総会では、昨年度の取組や今後の方向性について意見交換を行いました。

学校と地域とのつながりを一層深める貴重な機会となりました。子どもたち一人ひとりの歩みを支えてくださる

皆様に、改めて感謝の気持ちを深めています。 

これから迎える夏休み、それぞれのペースで心や体を整えたり、日々の中で小さな喜びや学びを積み重ねたり

する時間となればと願っています。そうした経験が、また２学期の新たな意欲につながりますように。 

 引き続き、本校の「みがく むすぶ きりひらく」教育活動に御支援を賜りますよう、よろしくお願い申し上

げます。                                   校長  江口 直美 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

京都府立井手やまぶき支援学校 

学校だより 
令和７年７月１日  No.２ 

■スポーツ・文化を楽しむ日のお知らせ■ 
～ＩＳＣＣ（Ｉｄｅ Sports Culture Club）～ 

今年度も学校運営協議会主催で年４回「スポーツ・文化を楽しむ日」を実施

します。地域の方々と共に楽しめる内容を企画しています。学校 HP でも案内し

ていますが、今年度から、卒業生も参加できます。ぜひ、御参加ください。 

●実施日：第１回・・・ 7月１６日（水）１３：３０～１４：３０ 

         第２回・・・ 9月１７日（水）１３：30～14:30 

         第３回・・・１１月２６日（水）１３：３０～１４：３０ 

         第４回・・・ 1月２１日（水）１３：３０～１４：３０ 

●対象者：小学部５年生～高等部３年生の児童生徒、保護者、卒業生 

●内容：フットサル、ダンス、木工体験、調理 等 

※実施日によって内容は異なります。（１回４つ程度の内容） 



  

                     

                                    

                  

 

 

                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 御参観いただいた地域の方から「本人にあった学習をしていて素晴らしい、笑顔あふれる授業でとても良いな

と思った。」等の御感想をいただきました。第２回学校公開は、９月２５日（木）、２６日（金）に実施します。 

 
■教育後援会について■ 

■第１回学校公開■  

 本校の教育後援会は令和６年に発足し、今年度で２年目 

になります。役員は 13名、会員は６月 30日現在で企業 

６社、２団体、個人会員７名、本校保護者、卒業生保護者 

本校教職員合わせて 48名が加入されています。令和 7年度 

も引き続き（株）ヒロミツ製作所代表取締役社長の有友廣充様が会長に就任されました。有友様は、「井手

やまぶき支援学校の子どもたちが『みがく むすぶ きりひらく』の教育目標に向かって成長し、それぞ

れの個性を輝かせながら豊かな未来を切り開けるよう、後援会のさらなる普及に努め、学びの充実と教育

環境の支援に努めてまいります」と、おっしゃっています。役員、会員の皆様、本校教職員が力を合わせ、

子どもたちの学びを充実させるため、本教育後援会をさらに活性化していきます。 

【低学年】 

音楽の授業のリトミックやダン

スで、全身を使ってリズムを感じ、

表現していました。 

【中学年・高学年】 

 学部行事『わくわくスポーツ祭』

に向け、競技の練習でした。 

 中学年はペアで協力して行うボ

ール運びリレーを、高学年は全員

で行うフォークダンスや三人チー

ムで行う台風の目を行いました。 

 どの学年も日頃の学習の成果を

保護者や地域の皆様に御参観い

ただくことができました。 

●小学部●  ●高等部●  

【くらしデザインコース】 

１年生は美術で「愛鳥週間」の

ポスター作成に、２，３年生は音楽

で「打楽器の演奏」等に取り組み

ました。 

【みらいデザインコース】 

１年生は清掃「乾式モップでの

校内清掃」に、２年生は農園芸

「水菜と小松菜の収穫・販売活

動」に取り組みました。 

 たくさんの参観者に緊張しながら

も一生懸命活動に取り組む姿を

見ていただけたと思います。 

●中学部●  

 令和 4年の開校年度から、本校に、学校運営協議会が設置されています。令和７年度も、同志社大学ス

ポーツ健康科学部准教授の河西正博会長をはじめ、福祉関係、近隣学校、企業、保護者、本校教職員の 10

名の委員が、本校の教育活動のさらなる充実を目指して熟議を重ね、主催の ISCCの企画運営や「やまぶ

き祭」の中でのキャリア教育の取組内容の検討等を行っています。 

 

■学校運営協議会について■ 

中学部は数学の教科学習に取り
組みました。習熟度別にクラスが分
かれ、決められた時間、集中して問題
を解いたり、具体物を用いて計算し
たりしました。 

【１年生】 

 どちらが重いか、軽いか実際にモノ
を天秤に乗せて比べました。 

【２年生】 

 ボール球１０個と５個はどちらが多
いのか具体物を使って学びました。 

【３年生】 

 ３桁＋３桁など、桁数の多い、計算を
たくさん解きました。 

参観日ということもあり、緊張して

いましたが、日ごろの成果を発揮する

ことができました。 

 ５月２９日と５月３０日に学校公開を実施し、多くの方に御参観いただきました。 

 


